


表紙イラスト：こうの史代（漫画家）

現在、朝日新聞にて連載中の宮部みゆき『荒神』のイラスト担当。主な著作は『この世界の片隅に』（第 13 回

文化庁メディア芸術祭マンガ部門優秀賞受賞作品：劇場映画作成中）、『夕凪の街、桜の国』（第 8 回文化庁

メディア芸術祭マンガ部門大賞、第 9回手塚治虫文化賞新生賞：2007 年映画化）、『ぼおるぺん古事記』（平

成 25 年度・古事記出版大賞稗田阿礼賞）など。「NHK 東日本大震災プロジェクト」のテーマソング「花は咲

く」のアニメバージョン･キャラクターデザインを手がける。釜石や気仙沼での復興支援活動に取り組んでい

る。



ご挨拶

東京大学

海洋アライアンス

 海洋教育促進研究センター長

 大学院教育学研究科 教授

田中 智志

東京大学海洋教育促進研究センター（RCME）

は、今年度、「コロキウム・シリーズ」の最初の

全国規模の会合として「第１回全国海洋教育サ

ミット」を開催いたします。

このサミットは、東京大学海洋教育促進研究セ

ンターが連携する、各地の海洋教育促進拠点にお

いて行われた初等中等教育段階での海洋教育の実

践事例を報告し合い、海洋教育のカリキュラム形

成を促進することを目的としています。

海洋が教育課題となる主要な理由のひとつは、充

分に広く長い視野をもたず、海を巨大な自然の浄化

装置と考えることで、「海とともに生きる」という

日本人にとって本来的な生の様態が見失われてい

く、という現実ではないでしょうか。海洋資源の確

保・活用は確かに重要ですが、グローバルな産業

化・工業化による地球温暖化、海洋酸性化などの海

洋環境の変化、それに伴う海洋生物の多様性の喪失、

また海洋生物の乱獲等が引き起こした水産資源の

減少などは、「海とともに生きる」という本来的な

生の様態が見失われた結果ではないでしょうか。

こうした海洋に関する根本的問題は、即効的な解

決策を見い出しがたい難問です。というのも、これ

らの問題が、数千もの島々と海とともに発展を遂げ

てきた日本だけの問題ではなく、地球的規模で進行

しているグローバルな問題だからですし、国、組織、

分野を超えたトランザクショナルな（＝諸領域を往

還する活動的な）取組みが継続的に求められる問題

だからです。

問題についての即効的な解決策が見い出されな

い以上、教育的な解決策を講じることが求められま

す。すなわち、次世代に海洋に関する精確な知識技

能を伝えるとともに、「海とともに生きる」という

日本人にとってもっとも本来的な生の様態を伝え

ることが求められます。

しかしながら、初等中等教育段階の海に関する知

識群は、いまだひとつの一貫したパースペクティブ

のなかに糾合されていません。海に関するさまざま

な事柄は、理科、社会（地理歴史・公民）を中心と

しながらも、ほとんどすべての教科にわたって点在

したままです。

こうした現状のなかで、私たちに求められている

ことは、「海とともに生きる」という原点に立ち返

りつつ、現行の海に関するさまざまな知見を総合し、

学校教育に海洋教育を導入することではないでし

ようか。それは、「海とともに生きる」ために、海

に親しむこと、海を知ること、海を守ること、海を

利用することです。かつて自然が人を超える存在か

ら贈られた贈りものであり、人はそれに与って生き

る存在である、と考えられていたように、私たちは、

海を何よりもまずそうした贈りものとして位置づ

け、私たちをそれに与って生きる存在である、と考

えるべきではないでしょうか。

海洋教育カリキュラムを形成するうえで、個々の

海洋に関する知識群をまとめるパースペクティブ

として、海に与り海とともに生きるという海洋観、

ひとことでいえば、享受の海洋観を提案したいと思

います。それはまた、「日本的」な理科という考え

方に通じていると思います。
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<東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターコロキウムシリーズ12> 

第１回第一回全国海洋教育サミット･プログラム

総合司会：窪川 かおる

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター・特任教授

開会の挨拶

13:00〜13:10 日本財団・常務理事 海野光行

講演

13:10〜13:30 
三浦市における海洋教育の取組

神奈川県三浦市教育委員会・教育部長 及川圭介

13:00〜13:50 
『海』をテーマにした教育活動～志摩市～

三重県志摩市教育委員会

13:50〜14:10 
『海と生きる』気仙沼市の海洋教育

宮城県気仙沼市教育委員会・副参事兼指導主事 及川幸彦

14:10〜14:30 
鳥羽市の取組について

三重県鳥羽市教育委員会・指導主事 山下幸也
鳥羽市立鏡浦小学校・校長 野垣内 宗

14:30〜14:40 休憩

14:40〜15:00 
葛西臨海水族園における海洋教育について

東京都葛西臨海水族園・園長 西 源二郎

15:00〜15:20 
“ウニを教室に届ける”教育支援について 

お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター長/准教授 清本正人 

15:20〜15:40 

海を生かした発達障がい児の支援教育プログラム開発と実践研究
琉球大学教育学部附属発達支援教育実践センター
那覇市立小禄小学校・教諭 瀬底正栄
沖縄県立森川特別支援学校・教諭 大城麻紀子

15:40〜15:50 休憩

15:50〜16:10 
領土問題を考える

東京大学教育学部附属中等教育学校・教諭 野崎雅秀

16:10〜16:30 
数値シミュレーションで学ぶ津波の物理の基礎
 東京都立日比谷高等学校・教諭 佐藤俊一

16:30〜16:50 
最も歴史ある水産高校の新たな取り組み

福井県立若狭高等学校・教諭 小坂康之

指定討論

16:50〜17:20 

指定討論 1 
東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター・特任教授　日置光久

指定討論２

東京大学大学院教育学研究科・教授/ 
　　　　　　海洋アライアンス海洋教育促進研究センター長 田中智志

閉会の挨拶

17:20〜17:30 
東京大学大学院理学系研究科・教授/
　　　　　　　　海洋アライアンス・リテラシープログラム長 茅根創

交流会

18:00〜20:00 場所：山上会館地階レストラン（参加自由、会費：2,000 円） 
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三浦市における海洋教育の取組
神奈川県三浦市教育委員会・教育部長 及川圭介
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『海』をテーマにした教育活動～志摩市～
 三重県志摩市教育委員会

(H24 27)
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『海と生きる』気仙沼市の海洋教育
宮城県気仙沼市教育委員会・副参事兼指導主事 及川幸彦
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第１回全国海洋教育サミット   

～鳥羽市の取組について～ 

・山下 幸也（鳥羽市教育委員会学校教育課指導主事） 

・野垣内 宗（鳥羽市立鏡浦小学校長） 

11

鳥羽市立鏡浦小学校は

伊勢湾口に位置する。海に面した校区。

主産業は、沿岸漁業と養殖漁業。旅館業。

児童数減少化。

保護者や地域とって子どもたちは宝物。

校区全体の人口もやや減少化。高齢化。

親の働く姿を見て育ち、そのことを誇らしく思う。

33

• 海で遊ぶのは楽しい。

• 本物との出会いがある。

• 多くの人に出会うことができる。

• 自分が調べたことは自信を持って発表するこ
とができる。

• 知っていることを誇れる喜びがある。

• 知らないことが知れた喜びがある。

海と関わる活動の成果

1

平成２６年２月２２日（土）
・山下 幸也（鳥羽市教育委員会 学校教育課 指導主事）
・野垣内 宗（鳥羽市立鏡浦小学校長）

第１回全国海洋教育サミット

～鳥羽市の取組について～

33

時間の確保＝まとめどり。土曜授業で。

学習活動と目標の明確化＝カリキュラム化

～どの学年で、どこまで～
○ 地域を知る。まとめる。

○ 地域での学びを発信する。

○ 地域について考える。

○ 地域のために行動する。（守る。）
→その学年になったら自分たちもできるという期待感

→活動の継続と広がり

地元ゆえのプラスとマイナス
–わざわざ？見たことあるのに・・

課題

地域 ＝ 海

教材化する力

16

海を利用した教育活動

体験（実際に行うこと）や携わる人とつながる活動

施設などを活用して行う活動

海が残してくれたものから学ぶ活動

6

鳥羽市海環境体験事業

• 平成２５年度予算1,214,000円

• 平成21年度よりスタートし、今年度で５年目

• 市内の小学校５年生全児童対象

• 『海の博物館』での
体験活動を通して、
海環境の保全の大
切さを学ぶ

７



 
葛西臨海水族園における海洋教育について 

東京都葛西臨海水族園・園長 西 源二郎

2014,02,22
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“ウニを教室に届ける” 教育支援について
お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター長/准教授 清本正人

9



海を生かした発達障がい児の支援教育プログラム開発と実践研究
琉球大学教育学部附属発達支援教育実践センター

那覇市立小禄小学校・教諭 瀬底正栄
沖縄県立森川特別支援学校・教諭 大城麻紀子
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領土問題を考える
東京大学教育学部附属中等教育学校・教諭 野崎雅秀
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数値シミュレーションで学ぶ津波の物理の基礎
東京都立日比谷高等学校・教諭 佐藤俊一

2
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最も歴史ある水産高校の新たな取り組み
福井県立若狭高等学校・教諭 小坂康之
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東京大学学

海洋アライアンス海洋教育促進研究センター（RCME）について

海洋基本法はその第28条において「海洋に関する教育の推進」と「海洋に関する政策課題に的確

に対応するために必要な知識及び能力を有する人材の育成」を掲げています。海洋教育促進研究セ

ンターは、この法的根拠と趣旨を受けて、海に親しみ、海を知り、海を守り、海を活用する教育を

初等中等教育において推進する日本で最初の研究・実践センターとして、2010年10月に設立され

ました。当センターホームページ （http://rcme.oa.u-tokyo.ac.jp/） 
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東京大学海洋教育促進研究センター（RCME）の
これまでの歩みとこれからの取り組み取り組み

■ 海洋教育コロキウムについて
コロキウムとは、ラテン語で「討論の場」を意味します。当センターでは、2010 年の設立以来、

海洋教育の促進を目的として多様な討論の場を設けてきました。開催時期とテーマは下記のとおり

です。今回の「全国海洋教育サミット」で 12 回目を迎えます。2012 年度までの第 1 期は主として講

演会スタイルで開催してきました。2013 年度から始まる第 2 期では、ローカルレベルでの「セミナ

ー」スタイル、リージョナルレベルでの「フォーラム」スタイル、全国規模の「サミット」スタイ

ルでイベントを開催していきます。

【第 1 期（2010 年 10 月～2013 年 3 月）】 

① 2011 年 6 月「海洋教育促進研究センターの創発―海は学びの宝庫」於：Web 開催

② 2011 年 7 月「サマーワークショップ in 三重･海の博物館」於：海の博物館（三重県）

③ 2011 年 8 月「海洋教育がひらく防災への道」於：東京大学弥生講堂

④ 2011 年 10 月「海は学びの宝庫―海洋教育の研究と実践」於：東京大学工学部

⑤ 2012 年 6 月「津波防災の実践教育―東日本大震災に学ぶ」於：浜松市えんてつホール

⑥ 2012 年 6 月「海は学びの宝庫」於：東京大学小柴ホール

⑦ 2012 年 7 月「海洋教育から考える“津波・防災”―東南海地震に備えて」於：豊橋科技大学

⑧ 2012 年 12 月「海は学びの宝庫―すべての学校で進める海洋教育」於：東京大学小柴ホール

【第 2 期（2013 年 4 月～）】 

⑨ 2013 年 12 月「第 1 回志摩市海洋教育セミナー」於：志摩市

⑩ 2014 年 1 月「第 1 回青森県教育委員会海洋教育セミナー」於：東京大学

⑪ 2014 年 2 月「第 1 回鳥羽市海洋教育フォーラム」於：鳥羽商工会議所

⑫ 2014 年 2 月「第 1 回全国海洋教育サミット」於：東京大学

【東京大学海洋教育促進研究センター協力開催イベント】

① 2013 年 12 月「第 1 回『海のプロフェッショナル 2－楽しい海の世界への扉―』出版記念セミナ

ー」主催：東京大学海洋アライアンス、日本財団、於：葛西臨海水族園（東京都）

② 2014 年 1 月「第 2 回『海のプロフェッショナル 2－楽しい海の世界への扉―』出版記念セミナ

ー」主催：東京大学海洋アライアンス、日本財団、於：東京大学

■海洋教育促進拠点の形成について
東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターでは、全国において初等・中等教育段階にお

ける海洋教育を推進するための諸活動に取り組んでいます。

2013 年度は、全国における複数の小学校・中学校・高等学校・大学、教育委員会、社会教育施設

等との協同を進め、海洋教育の推進に取り組んできました。

2014 年度は、今年度の全国規模での海洋教育の推進活動の実績を踏まえ、複数の学校や教育委員

会、社会教育施設等と、「海洋教育促進拠点」としての連携事業に取り組む予定でおります。連

携事業の主たる目的は、各拠点の文脈に即して海洋教育を推進することであり、海洋教育の多様

な実践事例及びカリキュラムを蓄積することにあります。海洋教育促進研究センターと複数の海洋

教育促進拠点とからなるネットワークを形成し、海洋教育の推進に取り組んで参ります。
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海洋教育について

1．海洋教育の理念 

（1）海洋教育の定義 
「人類は、海洋から多大なる恩恵を受けるとともに、海洋環境に少なからぬ影響を与えており、海

洋と人類の共生は国民的な重要課題である。海洋教育は、海洋と人間の関係についての国民の理解

を深めるとともに、海洋環境の保全を図りつつ国際的な理解に立った平和的かつ持続可能な海洋の

開発と利用を可能にする知識、技能、思考力、判断力、表現力を有する人材の育成を目指すもので

ある。この目的を達成するために、海洋教育は海に親しみ、海を知り、海を守り、海を利用する学

習を推進する。」（「我が国の海洋教育体系に関する研究委員会」）

（2）海洋教育の概念 
海と人との共生のために、海に親しみ、海を知り、海を守り、海を利用する学習を推進する教育。 

（3）海洋教育の諸領域（12 領域） 
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2．海洋教育の政策 

（1）海洋系 
・国連海洋条約（1994 年（平成 6 年）） 
・海洋基本法（2007 年（平成 19 年）） 
・総合海洋政策本部（本部長：内閣総理大臣）（2007 年（平成 19 年）） 
・海洋基本計画（2008 年（平成 20 年）・及び 2013 年（平成 25 年）） 

「海洋基本法（海洋に関する国民の理解の増進等）

第二十八条  国は、国民が海洋についての理解と関心を深めることができるよう、学校教育及

び社会教育における海洋に関する教育の推進、海洋法に関する国際連合条約その他の国際約

束並びに海洋の持続可能な開発及び利用を実現するための国際的な取組に関する普及啓発、

海洋に関するレクリエーションの普及等のために必要な措置を講ずるものとする。

2 国は、海洋に関する政策課題に的確に対応するために必要な知識及び能力を有する人材の育

成を図るため、大学等において学際的な教育及び研究が推進されるよう必要な措置を講ずる

よう努めるものとする。」

「海洋基本計画（平成 25 年 4 月 26 日閣議決定） 
（7）海洋教育の充実及び海洋に関する理解の増進  

 初等中等教育及び高等教育のそれぞれで実施している海洋に関する教育を充実するととも

に、それらを体系的につなげる方策を検討する。また、海洋に関する教育を支援する観点から、

関係機関、大学、民間企業等が行うアウトリーチ活動等の有機的な連携を図る。

 人材の育成については、海洋産業及び海洋教育の担い手を育成するとともに、中長期的な観

点で将来の担い手の裾野を広げるための方策を検討する。また、特定の分野の専門的な知識を

有する人材や、海洋に関する幅広い知識を有する人材の育成に取り組む。さらに、地域におけ

る産学官連携のネットワークづくりを通じて、地域の特色をいかした人材の育成を推進する。 
 海洋に関する国民の理解の増進の観点から、国民が海を身近に感じられるよう、幅広い参加

が得られる行事や海洋観光など、海洋に実際に触れ合う機会を充実させるとともに、マスメデ

ィア、インターネット等を通じた情報発信、水族館、博物館等とも連携した情報発信を検討す

る。また、海洋に関する国民の声を施策に反映させる等、国と国民との双方向での情報交換を

推進する。さらに、マリンレジャー等の安全対策や、海洋環境の保全についての啓発活動を引

き続き推進するとともに、海洋に関する我が国の歴史・文化を知る機会となる水中遺跡の調査

や、この保存・活用方策の検討に取り組む。」

（2）教育系 
・海洋基本法（2007 年（平成 19 年）） 
・海洋基本計画（2008 年（平成 20 年）及び 2013 年（平成 25 年）） 
・学習指導要領改訂

※「21 世紀の海洋教育に関するグランドデザイン」（我が国の海洋教育体系に関する研究委員会、委

委員長：学習院大学教授佐藤学）は、海洋政策研究財団のホームページよりダウンロードできます。 
http://www.sof.or.jp/jp/topics/11_08.php 
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ご注文  お申し込みは下記注文書に必要事項をご記入のうえ、お近くの書店にお持ちください。お急ぎの際は、直送もいたします。電話・E-mail・FAXで
直接ご注文書を小会宛にお送りください。送金はご購入金額の合計が一万円以下の場合、一律400円いただきます。

お名前：
年　　　月　　　日

T E L：  　　　　　　F A X：

ご住所：

郵便番号：　　　ー　　　　　　

ご購入は：　□個人　　□公費
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海のプロフェッショナル
窪川かおる 編／女性海洋研究者チーム 著
海洋学への招待状 A5変判　186頁　定価(本体1200+税)

第１部　学ぶ

　海ってこんなところ
　人の暮らしを支える海
　人間活動と海洋環境の変化
　生命と環境のつながり合い
　環境の変化を映し出す海
　天気は海が決める？
　海の底には地球の歴史がつもっている
　海の底には山や温泉がある

第２部　進学する-学生生活をのぞいてみよう

　海底の大山脈、中央海嶺を調べる
　ナメクジウオから進化を解き明かす
　水産大学校で学ぶ

第３部　仕事にする-働く現場をのぞいてみよう

　海洋汚染調査に携わる
　マイワシやマサバの資源管理を研究する
　海洋調査のサポートをする
　水族館のお仕事
　地球深部探査船「ちきゅう」での仕事
　科学研究を取り巻く様々な仕事
　海の自然を伝える活動
　国連開発計画の国際職員として

付録

　Q&A／海に関するおすすめ本／海にかかわる
　およびWebサイト／著者紹介

21名の女性研究者が語る海の魅力
OceanLadies
海を学び，海で働く．楽しく生き生きと海に挑戦してほしいとの思いを込めた一冊

東海大学出版会
〒257-0003
神奈川県秦野市南矢名3-10-35
東海大学同窓会館内
Tel.0463-79-3921
Fax.0463-69-5087
URL.http://www.press.tokai.ac.jp/
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この本の一部は，日本財団の助成により製作されました
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定価（本体1500円＋税)  A5変形  248頁  オールカラー  並製

ISBN978-4-486-01968-8  C0040

ご予約注文書
お申し込みは下記注文書に必要事項をご記入のうえ、お近くの書店にお持ちください。お急ぎの際は、直送もいたします。電話・E－mail・FAXで直接ご注文書を
小会宛にお送りください。送料はご購入金額の合計が１万円以下の場合、一律400円いただきます。

年　　　月　　　日

（　　冊） ご購入は：　　□ 個人　　　□ 公費（請求書の宛名　　　　　　　　　　　　）
必要書類：　　□ 見積書　　　　　□ 納品書　　　　　□ 請求書　 
小会図書目録を：　　□ 希望する

書 名

郵便番号：　　　－

お名前：

ご住所：

ＴＥＬ： ＦＡＸ：
海のプロフェッショナル ２

好評を得た『海のプロフェッショナル』（2010）の第２弾。「海の魅力を伝えたい！」との想い
を胸に、海の世界で活躍する女性25名が、海を学び海で働くことのすばらしさを語る。航海
訓練生から現場で活躍する人たち、今話題の海女さんまで、普段どのような日々をおくるの
か。海に興味を持つ中高生に、またそのご家族の皆さんにぜひ読んでいただきたい一冊。

お問い合わせ　〒257-0003　神奈川県秦野市南矢名3-10-35　東海大学同窓会館内　 Tel 0463-79-3921  Fax 0463-69-5087　http：//www.press.tokai.ac.jp/東海大学出版会

帖
　
　
合

序文

第１部　学ぶ
１．ひとすくいの海　窪川かおる
　海の大きさ／海底の動き／海の深さ／太古の海／海と生物進化／海の生物多様性
２．海を調べる・海で測る　大石美澄
　出港／回航／調査準備／岩石・堆積物採取／海底観察／見て採る・測る／帰り道／
　おわりに
　　コラム　海洋底─音響探査　浅田美穂─
３．海底地震の発生　木戸ゆかり
　地球上の地震活動／地震活動の正体／地震とプレートテクトニクス／日本近海で起
　きる地震／地震の名前が規模を表す／海底にある火山（海山）の地震への影響は？／
　津波が生じる地震／我々の身近で起きる海溝型巨大地震 ～地震の発生を知るには～
　　コラム　「ちきゅう」で海底下を診る　木戸ゆかり
　　コラム　3.11，その時のこと　木戸ゆかり
　　コラム　日本海溝付近の海底地形の特徴　木戸ゆかり
４．北極海の変化を探る　伊東素代
　北極異変／海氷と気候変動 ─海氷の減少が温暖化を加速させる─／北極と南極 ─
　なぜこの異変は北極で起こったのか？─／海氷減少の連鎖 ─海氷が出て行く，海氷
　ができにくい─／変わりゆく北極 ─海氷の減少の影響─
５． 太古の海から探る海洋酸性化 もう１つの二酸化炭素問題　原田尚美
　海洋酸性化とは？／暁新世─始新世温暖極大期イベント／ PETM イ
　ベントの要因／海洋生態系の応答／ PETM から学ぶこと
　　コラム　海洋酸性化の影響を測る　原田尚美
　　コラム　凍る海　伊東素代
　　コラム　ポリニヤ ─大気への窓─　伊東素代
　　コラム　氷の融解と水位上昇　伊東素代
６．海の小さな生き物が地球を変える　千葉早苗
　生物と地球環境の深い関わり／プランクトンの役割／プランクトンのジレンマ：光
　か栄養か，それが問題だ／プランクトンと海洋環境／観測の紹介
　　コラム　海のなかで魚を観察し、 飼育実験で調べる①　赤川 泉
　　コラム　海のなかで魚を観察し、 飼育実験で調べる②　赤川 泉
　　コラム　クモヒトデの多彩な生活史　岩崎詩子
７．海鳥から海を学ぶ　岡 奈理子
　動物食に片寄る海鳥／海鳥の外見／肺呼吸の鳥のチャレンジ：ギネスにのる？潜水
　行動／潜るばかりが海鳥ではない／他の動物を利用して漁をする／群れて繁殖する
　理由／巣はどこに作るか：それぞれに理由がある
８．海と人々とのかかわり方　高桑史子
　海と人をめぐる研究／漁業における女性の役割─海産物流通に関わる女性／海や浜
　からの恩恵／移動する漁民／豊かな海の文化を再構築する
　　コラム　海がもたらす恵み─海の信仰　高桑史子

第２部　進学する─学生生活をのぞいてみよう
１． 航海士あるいは機関士を目指して　
　　　　　　　　　川西敏菜，佐藤ひと枝，飯野文子，小泉可奈子，窪川かおる（記）
　プロフィール・研究／航海士を目指す／国立広島商船高等専門学校／航海訓練所／

　後輩へ伝えたいこと／機関士を目指す／国立弓削商船高等専門学校／航海訓練所／後
　輩へ伝えたいこと／航海士を目指して／東京海洋大学海洋工学部／後輩へのメッセー
　ジ／機関士を目指して／海技大学校，航海訓練所／後輩へのメッセージ／ある１日の
　スケジュール
　　コラム　帆船の魅力　高橋昌代
　　コラム　海のきまり─交通ルール　川原山由香
２．海洋技術環境学専攻での生活　久米絢佳
　プロフィール・研究／ある１日のスケジュール／ある１年のスケジュール／自律型海
　中ロボットの研究の面白さ
　　コラム　自律型水中ロボット（AUV）について　久米絢佳
３．海外留学「 船員研究の専門家」 を目指す　北田桃子
　プロフィール・研究／航海士への道のり／海外留学「船員研究の専門家」を目指す／
　人間社会を知るサイエンス／誰がやっても難しい博士留学／ある１日のスケジュール
　／大学５年間のスケジュール／海外で仕事と家庭を両立させる
４．サンゴ礁保全政策を考える　佐久間友理
　プロフィール・研究／１日のスケジュール／年間スケジュール／みなと塾／もやい隊
　／ ESD 実習／研究と課外活動のつながり／進路に悩むこれからの女子たちへ／大学
　院生活の後日談として……
　　コラム　子どもたちにもっと海を！ 高橋昌代
　　コラム　自然教育─自然を学ぶということ　鹿谷麻夕

第３部　仕事にする─働く現場をのぞいてみよう
１．海女さんの仕事
　インタビュー
２． 海洋地球研究船 「みらい」 で海の環境を調査，研究する　伊東素代
　プロフィール・仕事／ある１日のスケジュール　陸上／ある１日のスケジュール　船
　上／ある１年のスケジュール／北極研究／国際共同／女性研究者／海氷
３． 海上保安官の仕事─綺麗な日本の海を愛します！ 守ります！　川原山由香
　プロフィール・仕事／ある１日のスケジュール／ある１年のスケジュール／海上保安
　庁の仕事／現在の私の仕事／今まで海上保安官をやってきて／オフでも海です／海上
　保安官を目指す方に
４． 船で人の夢を運び続けたいっ！ 目先が利いて几帳面，負けじ魂，これぞ船乗り　高城尚美
　プロフィール・仕事／ある１日のスケジュール／なぜ船の仕事を選んだのか？／船と
　の出会い／東京商船大学（現：東京海洋大学）時代／船への想い，更に強く／航海士
　とはかくあるもの／仕事内容・船上生活／ Men or Women, whatever ／普通の女性
　に戻りたいけど／仕事の意義／これから船員を目指す方々へ／私の陸上の休日
５．世界の海があなたの仕事場　千葉早苗
　プロフィール・仕事／ある１日のスケジュール／ある１年のスケジュール／なぜこの
　仕事を選んだか：センス・オブ・ワンダー／海洋科学者の資質／心を持った科学を／
　おわりに
　　コラム　いざ！ 深海へ出発　池田 瞳

付録
　海に関するおすすめ本
　海にかかわる機関およびWeb サイト
　著者紹介

目 次

女性25名が語る，海を学び，海で働くことのすばらしさ．
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